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この度、2021 年度日本高圧力学会功労賞を受賞する栄

誉に恵まれました。このような賞をいただけたのも、高圧

力科学の基礎を教えていただいた八木健彦先生(現：東京

大学理学系研究科)、普段より実験室の運営等でご助言と

ご指導をいただいている廣井善二先生、共同利用や共同研

究を通してお世話になった様々な大学や研究機関の先生方

や研究員の皆様、および、普段の事務仕事でお世話になっ

ている秘書さんや事務方の皆様のおかげと考えております。

この場を借りまして皆様に厚くお礼申し上げます。 

本功労賞は、高圧力研究における技術の革新・発展に著

しく貢献された方に授与されるもので、その技術功労者へ

謝意を表することを目的として、故 箕村茂先生および故 

蒔田董先生の遺志により作られた基金によって設定された

賞です。今回の受賞は、長年にわたり、高圧力を用いた研

究分野における主要な全国共同利用施設である物性研究所

の高圧合成室において、共同利用に供されるマルチアンビ

ル型高圧発生装置をはじめとした複数の高圧実験装置の維

持管理とユーザーへの研究支援を行ってきたこと、小型・

軽量な対向アンビル型高温高圧発生装置や中性子線を用い

た高温高圧その場観察実験用技術の開発を進めてきたこと、

および、高温高圧実験技術を駆使した研究を自身でも実施

していることが、高圧の科学と技術の発展に大きく貢献し

たと評価されたことによるものです。これまでに受賞され

てきた方々をみますと、企業の技術者の方が大半を占めて

いるようです。今回の私の受賞も技術者として技術開発を

行ってきた側面が特に評価されたものと考えております。

そこで以下では、どのような技術開発を行ってきたのかを

簡単に紹介したいと思います。 

私が受賞理由で触れられた対向アンビル型装置の開発に

携わり始めたのは、2002 年頃でした。対向アンビル型装

置でよく使われるダイヤモンドアンビルセル(以下、

DAC)は、地球上で最も硬い単結晶ダイヤモンドをアンビ

ルとして使うため、200 万気圧以上の超高圧力を発生させ

る事が可能である反面、アンビルにかかるコストが高く、

アンビル自体が小さいために試料容積も極めて小さくなる

という欠点があります。また、加熱もレーザーを使った場

合は 4000 K 程度まで加熱できますが局所的にしか加熱で

きない、という問題もありました。これらの問題点を解決

するために、ドリッカマー型と呼ばれる対向アンビル型高

圧装置の改良を行う事にしました。私が行った最も大きな

改良点は、金属と非金属を組み合わせたハイブリッドガス

ケットを開発した事です。これによりブローアウトの発生

頻度を大幅に下げる事に成功し、安定して高温高圧を発生

させる事ができるようになりました。この後、装置の小型

化や発生可能圧力領域の拡大、あるいは、アンビル先端形

状のデザイン変更による試料容積増大を狙う開発も順次

行っていき、最終的には、実験条件によりますが、初期型

よりも全体の大きさが小型で、DAC と比較すると試料容

積が 1000 倍以上、かつ、安定して均一に加圧と加熱がで

きる対向アンビル型高圧装置を開発する事に成功しました

[1,2]。 

近年では、中性子を用いた高温高圧その場観察実験用の

技術開発を行いました。きっかけは、水を含む地球深部物

質の高温高圧下の研究を、中性子を使って飛躍的に発展さ

せることを目指すプロジェクトがスタートしたことでした。

このプロジェクトでは、マルチアンビル型装置を使った高

温高圧その場中性子実験を行う事が目玉の一つでしたが、

当時、マルチアンビルプレスを用いた中性子その場観察実

験は世界初の試みであったため、一から開発が始まりまし

た。私が担当した部分は、中性子その場観察実験用セルの

開発でした。安定した加圧を実現するため、セルが均一に

変形するように何度も大きさや形状に調整を加えました。

セルの形状が決まった後は、セルにヒーターを組み込み、

加熱効率や加熱の安定性をテストし、必要に応じてヒー

ター形状や大きさ、断熱方法などの改良を行う、といった

試行錯誤を繰り返し行って、中性子実験用高温高圧セルを

完成させることができました。 

セルの開発が一段落した頃、アンビルが割れてブローア

ウトを起こしてしまう事例が発生するようになりました。

これは、発生させようとする圧力に対してアンビルの強度

が足りておらず、また、アンビルの強度を十分に生かせる

アンビルデザインになっていない事が原因と考えられまし

た。そこで、高強度なアンビル材の開発とアンビルデザイ

ンの改良を進める[3]ことで、ブローアウトの問題を解決
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しました。この他にも高強度アンビルを使った6-6式実験

技術の改良も行いました。今でもこれらの実験セル、アン

ビルおよび実験手法は、少しずつ改良されながら使われて

おり、マルチアンビル型装置を使った中性子その場観察実

験の基礎となる技術開発になったと考えています。なお、

これらの技術開発では、八木健彦先生、和田光一博士

(現：冨士ダイス株式会社)、および、飯塚理子博士(現：

ハーバード大学)のご助言やご協力がありました。お三方

には、改めて感謝とお礼を申し上げます。なお、飯塚氏と

は技術開発の成果を利用した実験を共同で進めており、地

球コアの主要物質である鉄に水素が優先的に溶け込む事を

明らかするなど、いくつかの研究成果を上げています

[4,5]。 

ここまで述べさせて頂いた技術開発及び共同研究の成果

は、物性研究所物質設計評価施設高圧合成室において、実

験を行える環境を提供して頂いたから成し得た事だと考え

ております。この場を借りて、私に活躍の場を与えてくだ

さったすべての関係者の皆様に深くお礼申し上げます。今

後も私にできる範囲で、共同利用や共同研究を通して、物

性ならびに高圧力分野の発展に貢献できれば、と考えてお

りますので、引き続き、ご支援、ご指導頂ければ幸いです。

今後とも、何卒よろしくお願いいたします。 
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